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(57)【要約】
【課題】煩雑な作業を必要とせず、目視によりドレンパ
ンの汚れを確認する。
【解決手段】筐体と、筐体内に設けられたドレンパン５
と、ドレンパン５に溜まったドレン水を汲み上げるドレ
ンポンプ６と、筐体の側面に設けられた開口部２５と、
開口部２５に取り付けられ、開口部２５を塞ぐ蓋部材３
５と、を備え、開口部２５から蓋部材３５を取り外した
状態で、開口部２５からドレンパン５の少なくとも一部
を目視可能である構成とした。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体内に設けられたドレンパンと、
　前記ドレンパンに溜まったドレン水を汲み上げるドレンポンプと、
　前記筐体の側面に設けられた開口部と、
　前記開口部に取り付けられ、前記開口部を塞ぐ蓋部材と、を備え、
　前記開口部から前記蓋部材を取り外した状態で、前記開口部から前記ドレンパンの少な
くとも一部を目視可能であることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記蓋部材は、前記開口部に対して工具不要で取り付け取り外し可能に設けられている
ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記筐体に設けられたメンテナンス開口部と、前記メンテナンス開口部を塞ぐメンテナ
ンスパネルと、を備え、
　前記開口部は前記メンテナンスパネルに設けられていることを特徴とする請求項１に記
載の空気調和機。
【請求項４】
　前記開口部は、断面略円形状を呈しており、
　前記蓋部材は、前記開口部に対応する断面略円形状を呈しており、
　前記蓋部材の周縁部には、周方向への回動により前記開口部の縁部に係合する係合部が
設けられていることを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記ドレンパンは、底部と、前記底部から立ち上がる側壁部と、を備えており、
　前記側壁部の上部には凹部が形成されており、
　前記蓋部材の少なくとも一部は、前記凹部に配置されていることを特徴とする請求項１
に記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記ドレンパンは、底部と、前記底部から立ち上がる側壁部と、を備えており、
　前記側壁部の内面は、前記ドレンパンの内側に向けて傾斜していることを特徴とする請
求項１に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記開口部から前記蓋部材を取り外した状態で、前記開口部から前記ドレンポンプの吸
込口を目視可能であることを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機には、熱交換器からのドレン水を受けるドレンパンが熱交換器の下方に設け
られている。ドレンパンに溜まったドレン水は、ドレンパンに接続されたドレン配管の勾
配を利用して外部に排出され、あるいは内蔵されたドレンポンプによって汲み上げられて
外部に排出されるようになっている。天井埋め込み型の空気調和機等において、ドレン配
管の勾配による自然排水が難しい場合には、ドレンポンプを利用することによってドレン
パン内のドレン水を強制的に外部へ排出することが可能である（例えば、特許文献１参照
）。
【０００３】
　ところで、建築物衛生法によって、ドレンパンの水質確認を例えば月に一度の高い頻度
で実施することが義務付けられている。
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【０００４】
　ドレンパンおよびドレンポンプの吸込口周りの水質確認点検は、ドレンパンを装置から
取り外して確認するか、装置の外板の一部を取り外して確認しており、工数のかかる作業
を行う必要があった。このため、水質確認点検が煩雑であり、簡単化が要望されていた。
【０００５】
　従来、水質確認点検を行うことができるものとして、特許文献１の空気調和機が知られ
ている。この空気調和機では、ドレンパンの側壁に透明な板材からなる点検窓を設けると
ともに、点検窓を目視可能な開口部を装置のケーシングに形成している。かかる空気調和
機では、開口部から点検窓を通じてドレンパンを目視確認することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－２２５５２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の空気調和機では、点検窓を構成する透明な板材に汚れが付
着した場合には、点検窓を通じて目視確認することが難しくなる。このため、特許文献１
の空気調和機では、ドレンパンを装置から取り外して確認する等の煩雑な作業が必要にな
ってくる。
【０００８】
　本発明の目的は、煩雑な作業を必要とせず、目視によりドレンパンの汚れを確認するこ
とができる空気調和機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、筐体と、前記筐体内に設けられたドレンパンと、前記ドレンパンに溜まった
ドレン水を汲み上げるドレンポンプと、前記筐体の側面に設けられた開口部と、前記開口
部に取り付けられ、前記開口部を塞ぐ蓋部材と、を備え、前記開口部から前記蓋部材を取
り外した状態で、前記開口部から前記ドレンパンの少なくとも一部が目視可能であること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、煩雑な作業を必要とせず、目視によりドレンパンの汚れを確認するこ
とができる空気調和機が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機を示す外観斜視図である。
【図２】同じく空気調和機の要部を示す側面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線断面図である。
【図４】（ａ）は開口部および蓋部材を示す斜視図、（ｂ）は図２のＢ－Ｂ線拡大断面図
である。
【図５】開口部から蓋部材を取り外した状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る空気調和機の実施形態について図面を参照して説明する。ここで、
以下の説明において、「前後」、「左右」、「上下」を言うときは、図１に示す方向を基
準とする。また、空気調和機として天井埋込型のものを例示するが、本発明が適用される
空気調和機の形式を限定する趣旨ではない。
【００１３】
　図１に示すように、空気調和機は、室内機１と図示しない室外機とを備える。室内機１
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は、筐体としてのキャビネット２を有し、キャビネット２内に、室内熱交換器（熱交換器
）３と、送風機４と、ドレンパン５と、ドレンポンプ６（図３参照）と、ドレン水排水部
７と、電装品部８と、を備えている。
【００１４】
　ドレンパン５は、熱交換器３の下方に配置されており、熱交換器３からのドレン水が流
れ込むようになっている。ドレンパン５は、熱交換器３に対応して平面視略四角形状（不
図示）に形成されている。ドレンパン５は、図３に示すように、底部５１と、底部５１の
周縁部から立ち上がる側壁部５２とを備えている。ドレンパン５は、結露しにくい部材、
例えば、樹脂製の発泡材等により形成されている。
【００１５】
　底部５１には、図３に示すように、凹部５３が形成されている。凹部５３は、底部５１
の底面５１ａよりもさらに一段深く形成されている。これにより、底部５１に流れ込んだ
ドレン水は、凹部５３内に溜まるようになっている。凹部５３内には、ドレンポンプ６の
下端部に設けられた円筒状の吸込口６１が配置されている。これにより、凹部５３に溜ま
ったドレン水がドレンポンプ６を介してドレンパン５の外部（室内機１の外部）に排出さ
れるようになっている。
【００１６】
　側壁部５２は、図３に示すように、断面が略台形状を呈している。側壁部５２の内面５
２ａは、底面５１ａに向けて下っており、側壁部５２の内側（ドレンパン５の内側）に向
けて傾斜している。本実施形態では、凹部５３の側方に位置する側壁部５２の内面５２ａ
が底部５１の凹部５３に向けて繋がるように傾斜している。これにより、ドレンパン５に
流れ込んだドレン水が凹部５３内にスムーズに溜まる（流れ落ちる）ようになっている。
【００１７】
　側壁部５２の上端部には、図４（ａ）に示すように、円弧状の凹部５５が形成されてい
る。円弧状の凹部５５は、図５に示すように、後記するメンテナンスパネル２３に設けら
れた開口部２５に対応して円弧状に形成されている。凹部５５は、開口部２５に通じる点
検通路Ｒの一部を形成している。凹部５５には、後記する蓋部材３５の挿入部３８の一部
が配置される（図３参照）。
【００１８】
　キャビネット２の外側板２１には、図２に示すように、メンテナンス開口部２２（図中
破線で図示）が開口形成されている。メンテナンス開口部２２は、メンテナンスパネル２
３で塞がれている。メンテナンスパネル２３は、例えば、３本のねじ２４によりメンテナ
ンス開口部２２の縁部に固定されている。メンテナンスパネル２３の内面には、図３に示
すように、断熱材２３ａが取り付けられている。断熱材２３ａは、例えば、樹脂製の発泡
材等により形成することができる。
【００１９】
　なお、外側板２１のドレン水排水部７には、図２に示すように、ドレンポンプ６（図３
参照）からのドレン水が排出されるドレン水排出口２８や、ドレンパン５（図３参照）の
ドレン水を自然排出する自然排出口２９が設けられている。
【００２０】
　メンテナンスパネル２３には、図４（ａ）に示すように、開口部２５が形成されている
。開口部２５は、側面視で略円形状（断面略円形状）を呈している。開口部２５には蓋部
材３５が取り付け取り外し可能に取り付けられている（図２，図３参照）。蓋部材３５は
、開口部２５に対応して側面視で略円形状（断面略円形状）を呈している。開口部２５は
、蓋部材３５によって塞がれ、蓋部材３５が取り外されることによって開口する。メンテ
ナンスパネル２３の内面側には、図５に示すように、開口部２５の円形状に対応して、断
熱材２３ａに円筒状の孔部２３ｂが形成されている。孔部２３ｂは、開口部２５に通じる
点検通路Ｒの主要部を形成している。なお、図４（ａ）では断熱材２３ａを省略している
。
【００２１】
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　蓋部材３５は、開口部２５に対して周方向に回動させることによって、開口部２５に取
り付け取り外し可能であり、工具を用いない工具不要の構造となっている。取付構造の詳
細は後記する。
【００２２】
　本実施形態では、開口部２５から蓋部材３５を取り外した状態で、図５に示すように、
開口部２５から点検通路Ｒを通じて、ドレンパン５の少なくとも一部が、外側板２１の側
方から目視確認可能である（矢印で図示）。具体的には、ドレンパン５の底面５１ａの一
部、凹部５３、およびドレンポンプ６の吸込口６１が、目視確認可能である。点検通路Ｒ
には、前記したドレンパン５の側壁部５２が位置しているが、側壁部５２の内面５２ａが
前記のように傾斜しており、開口部２５から点検通路Ｒを通じて凹部５３に亘る略直線的
なスペースが確保されている。これによって、凹部５３の周りを含めてドレンポンプ６の
吸込口６１周りの水質点検確認が可能となっている。なお、ドレンパン５の側壁部５２の
上端部に凹部５５が形成されているので、その分、前記スペースが広がり、目視確認が行
い易くなっている。
【００２３】
　なお、メンテナンスパネル２３において、開口部２５は、ドレンパン５の少なくとも一
部が目視確認可能な位置に形成されていればよく、好ましくは、前記したように、ドレン
パン５の底面５１ａの一部、凹部５３、およびドレンポンプ６の吸込口６１が目視確認可
能な位置に形成されていることが望ましい。また、開口部２５は、ドレンパン５の少なく
とも一部を触診可能に手や指を挿入可能な大きさに形成されていればよく、好ましくは、
ドレンパン５の底面５１ａの一部、凹部５３、およびドレンポンプ６の吸込口６１を触診
可能な大きさに形成されていることが望ましい。開口部２５を最小限の大きさで形成する
場合には、作業者の指が少なくとも二本程度挿入することができる大きさ（触診可能な大
きさ）であることが好ましい。
【００２４】
　次に、蓋部材３５の取付構造について図４を参照して説明する。
　図４（ａ）に示すように、開口部２５の口縁２５ａには、係合片２５ｂが形成されてい
る。係合片２５ｂは、口縁２５ａの周方向に延在している。係合片２５ｂは、周方向に６
０度間隔で計３つ形成されている。各係合片２５ｂの周方向の中央部には、係合突部２６
が形成されている。係合突部２６は、図４（ｂ）に示すように、メンテナンスパネル２３
の内方へ向けて突出する小突起である。
　なお、係合片２５ｂは、特許請求の範囲における「開口部の縁部」に相当する。
【００２５】
　一方、蓋部材３５は、蓋部３７と、挿入部３８とを備えている。蓋部３７は、側面視で
略円形状を呈している。蓋部３７の側面には、回動用のツマミとして機能する３本の放射
状のリブ３７ａが突設されている。リブ３７ａは周方向に６０度間隔で突設されている。
【００２６】
　蓋部材３５の外周縁部には、突片３５ａが形成されている。突片３５ａは、外周縁部の
周方向に延在しており、開口部２５の係合片２５ｂに対して内面側から対向するようにし
て当接可能である。突片３５ａは、周方向に６０度間隔で計３つ形成されている。各突片
３５ａは、開口部２５の係合片２５ｂ間に形成された間隙部２５ｃ内に配置可能である。
なお、各間隙部２５ｃはメンテナンスパネル２３の成形時に形成される。
【００２７】
　各突片３５ａは、図４（ｂ）に示すように、側面３５ｂが周方向の中央部に向けて山形
状に傾斜している。各突片３５ａの中央部には、係合受部３６が形成されている。係合受
部３６には、開口部２５の係合片２５ｂの係合突部２６が係合可能である。
　この係合によって、蓋部材３５が開口部２５に回り止めされるようになっている。また
、係合受部３６に対する係合突部２６の係合を解除することによって（蓋部材３５を回動
操作することによって）、開口部２５に対する蓋部材３５の回り止めが解除されるように
なっている。この解除により、開口部２５から蓋部材３５を取り外すことができる。
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　なお、突片３５ａは特許請求の範囲における「係合部」に相当する。
【００２８】
　蓋部材３５の外周縁部には、図４（ａ）に示すように、突片３５ａに隣接して当接片３
９が形成されている。当接片３９は、図２に示すように、開口部２５の口縁部に当接する
。蓋部材３５は、当接片３９により開口部２５内に脱落することなく開口部２５の口縁部
に保持される。
【００２９】
　挿入部３８は、円柱状を呈している。挿入部３８は、メンテナンスパネル２３の断熱材
２３ａと同様の材料により形成されている。挿入部３８は、図３に示すように、断熱材２
３ａの孔部２３ｂ内に配置される。挿入部３８の一部は、ドレンパン５の側壁部５２の凹
部５５に配置される。
【００３０】
　メンテナンスパネル２３の内面には、図３に示すように、略Ｌ字形状の支持部材２７が
取り付けられている。支持部材２７は、メンテナンスパネル２３の内側（左側）に向けて
延在する延在部２７ａを備えている。延在部２７ａには、ドレンポンプ６が取り付けられ
ている。ドレンポンプ６は、支持部材２７を介してメンテナンスパネル２３に予め組み付
けられる。これによって、メンテナンスパネル２３を外側板２１に固定することによって
、キャビネット２内の所定位置にドレンポンプ６を配置することができる。また、メンテ
ナンス時には、メンテナンスパネル２３を取り外すことで、ドレンポンプ６も一緒に取り
外すことができる。したがって、ドレンポンプ６の組付性に優れているとともに、メンテ
ナンス性に優れている。
【００３１】
　次に、水質確認点検時の手順について説明する。
　はじめに、水質確認点検時には、開口部２５から蓋部材３５を取り外す。この場合、蓋
部材３５のリブ３７ａに指を掛け、蓋部材３５を周方向（時計回り方向または反時計回り
方向）に回動させる。そうすると、蓋部材３５の各突片３５ａが開口部２５の各係合片２
５ｂに対して周方向に移動する。これにより、各係合受部３６に係合していた係合突部２
６の係合（図４（ｂ）参照）が解除される。
【００３２】
　続いて、蓋部材３５の各突片３５ａが開口部２５の各係合片２５ｂから外れる位置、す
なわち、蓋部材３５の各突片３５ａが各間隙部２５ｃに位置するまで蓋部材３５を回動さ
せる。そして、蓋部材３５のリブ３７ａを指でつまんで、蓋部材３５を軸方向手前側（キ
ャビネット２の外側板２１の外側）に引き抜く（図４（ａ）参照、図５参照）。これによ
って、蓋部材３５が開口部２５から外れる。蓋部材３５が外れることで、開口部２５の内
側には、点検通路Ｒが形成される（図５参照）。
【００３３】
　その後、開口部２５に顔を近づけ、ランプで照らして開口部２５から中を覗き、点検通
路Ｒを通じてドレンパン５の一部およびドレンポンプ６の吸込口６１周りを目視確認する
。そして、開口部２５から手や指を挿入して、ドレンパン５（凹部５３）やドレンポンプ
６の吸込口６１周りを触診する。なお、手や指の他、棒状の器具等を開口部２５から挿入
して確認することも可能である。
【００３４】
　目視確認や触診による水質確認点検が終了したら、蓋部材３５のリブ３７ａを指でつま
んで蓋部材３５の挿入部３８を開口部２５内に挿入する。
　続いて、蓋部材３５の各突片３５ａを開口部２５の各間隙部２５ｃに挿入し、蓋部材３
５を周方向に回動する。
【００３５】
　これにより、蓋部材３５の各突片３５ａが開口部２５の各係合片２５ｂに重なり、その
後、各突片３５ａの係合受部３６に各係合片２５ｂの係合突部２６が係合する（図４（ｂ
）参照）。これによって、開口部２５に蓋部材３５が回り止め固定される。
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　以上により水質確認点検が終了する。
【００３６】
　なお、ドレンポンプ６自体や室内機１の内部のメンテナンスを実施する場合には、メン
テナンスパネル２３を取り外してメンテナンス開口部２２を開いて行うことができる。こ
の場合、メンテナンスパネル２３を取り外すだけで、ドレンポンプ６を取り外すことがで
きるので、工数のかからない作業にてメンテナンスを実行できる。
【００３７】
　以上説明した本実施形態の空気調和機によれば、水質確認点検時には、開口部２５から
蓋部材３５を取り外し、形成される点検通路Ｒを通じてドレンパン５の少なくとも一部や
、凹部５３、ドレンポンプ６の吸込口６１を目視確認することができる。また、点検通路
Ｒを通じて手や指をキャビネット２内（外側板２１内）に挿入し、挿入した手や指でドレ
ンパン５の少なくとも一部や、凹部５３、ドレンポンプ６の吸込口６１を触診することが
できる。
　なお、ドレンポンプ６が開口部２５の近くに配置されていない構造の室内機１である場
合には、点検通路Ｒを通じてドレンパン５の少なくとも一部（要部）を目視確認および触
診することが可能である。
【００３８】
　また、蓋部材３５の取り付け取り外しは、工具不要で行うことができる。取り付け取り
外しは、開口部２５に対して蓋部材３５を周方向に回動させることによって可能である。
したがって、天井裏等の狭いスペースにおいても蓋部材３５の取り付け取り外しが簡単で
あり、メンテナンス性に優れている。
【００３９】
　また、開口部２５は、メンテナンスパネル２３に設けられているので、外側板２１の他
の部分に設けられている場合に比べて、断熱材２３ａを簡易に設置することができ、生産
性に優れる。また、外側板２１の他の部分を断熱材２３ａで一体的に覆うことも可能とな
るので、寸法の小さい断熱材２３ａを複数枚用いて設置した場合に比べて、コストの低減
を図ることができる。また、外側板２１の他の部分を断熱材２３ａで一体的に覆うことも
可能となるので、断熱性も高まる。
【００４０】
　また、蓋部材３５の挿入部３８の少なくとも一部がドレンパン５の側壁部５２の凹部５
３に配置されているので、側壁部５２の高さを確保しつつ、水質確認点検時には、目視点
検可能で触診可能なスペースが好適に確保される。したがって、メンテナンス性に優れる
。
【００４１】
　また、ドレンパン５の側壁部５２の内面５２ａは、ドレンパン５の内側に向けて傾斜し
ているので、その分、目視点検可能で触診可能なスペースが拡がりメンテナンス性に優れ
る。
【００４２】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前記実施形態に限定されること
なく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜に変更が可能である。
　例えば、蓋部材３５は、開口部２５に対して周方向に回動させることで取り付け取り外
しされる取付構造としたが、これに限られることはなく、外側板２１の側面に沿ってスラ
イドさせることにより取り付けられる構造としてもよい。
【００４３】
　また、開口部２５の側方にドレンポンプ６が配置される構造としたが、これに限られる
ことはなく、開口部２５の前後方向にドレンポンプ６をオフセットさせて配置してもよい
し、開口部２５から離れた位置にドレンポンプ６を配置してもよい。
【００４４】
　ドレンポンプ６は、メンテナンスパネル２３に一体的に取り付けられる構成としたが、
これに限られることはなく、メンテナンスパネル２３以外の部分に支持されていてもよい
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【符号の説明】
【００４５】
　１　　　室内機
　２　　　キャビネット（筐体）
　５　　　ドレンパン
　６　　　ドレンポンプ
　２１　　側板部（側面）
　２２　　メンテナンス開口部
　２３　　メンテナンスパネル
　２５　　開口部
　２５ｂ　係合片（開口部の縁部）
　３５　　蓋部材
　３５ｂ　突片（係合部）
　５１　　底部
　５２　　側壁部
　５３　　凹部
　６１　　吸込口
　Ｒ　　　点検通路

【図１】 【図２】
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【図５】
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